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1300130013001300 店舗展開する売上規模店舗展開する売上規模店舗展開する売上規模店舗展開する売上規模 5555 位の会社で位の会社で位の会社で位の会社ですすすす    

2007 年～20016 年 3 月期までの 10 年間を分析してみました。 

企業力総合評価 
下位各親指標 

営業効率 資本効率 

   

下位各親指標 

生産効率 資産効率 流動性 安全性 

    

上記グラフを見て、今回の分析の主眼とすべきはどこであると考えますか。ズバリ、2016 年に示さ

れている「「「「転じた成長転じた成長転じた成長転じた成長トレンドトレンドトレンドトレンドは、今後も継続するか」は、今後も継続するか」は、今後も継続するか」は、今後も継続するか」です。 

なぜその視点が最重要であるかは、2009～2015 年までが緩やかな悪化トレンドであることが理由の

1 つです。そして、営業効率、資本効率、生産効率の企業の活動性を示す 3 親指標の不安定さが理由

の 2 つ目に上げられます。 

 

それではいつものように、企業力総合評価と親指標を読んでみましょう。 

企業力総合評価は 126.80P→127.68P→130.76P（2009 年）→126.92P→124.33P→127.68P→126.14P

→119.32P→115.77P→129.31P と推移しています。2009 年に最高ポイントを付けた以降ジワジワと

悪化トレンドです。この悪化は、㈱ココカラファイン自身も気付いていないでしょう。 

営業効率（儲かるか）、資本効率（資本利用度）は、2011～2013 年は高い位置にありますが、急落し

2016 年 V 字回復しました。   

従業員増加率 売上高増加率 総資本増加率 経常利益増加率 

    
生産効率（人の利用度）は、乱高下が激しく悪化トレンドです。M&A を繰り返す企業はこうなる傾
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向にあり、人の管理ができていないことを示します。売上高増加率と従業員増加率の縦軸の目盛りが

それを物語っています。そして、人は人件費がかかりますから、生産効率の不安定は営業効率の不安

定につながるケースも多くあります。 

資産効率（資産の利用度）は、資産増加より売上増加が多いことを示しています。増収を目指す会社

に多い傾向です。売上高増加率と総資本増加率をご覧ください。 

流動性（短期資金繰り）は、乱高下を繰り返しながらも改善トレンドになりました。 

安全性（長期資金繰り）は、高位安定を示しています。上場企業ならではの評価でしょう。 

 

2016 年の営業効率の中身を確認することで、今後成長は軌道に乗るか否かが分かります。 

営業効率の

改善をけん

引したのは、

売上高総利

益率ではな

く、売上高

営業利益率

です。 

それは、利

益の取れる

モノを重点

的に売ろうとしないか、売ろうとしたができなかったかを示します。SPLENDID21NEWS 第 135 号

パナソニックで取り上げたような売上高総利益率が成長の先行指標との考えは希薄で、販管費の調整

でとどまっています。その意味で、2017 年 3 月期の決算では、企業力の改善トレンドは失速する可

能性が大きいといえます。 

 

このような傾向はいつ始まったのでしょ

うか。 

売上高・売上原価の 2005 年度比を調べ

てみました。 

2009 年以降売上が急増してから、両者の

2005 年度比がかい離し始めました。 

利益より売上高を追い始めたのがこの時

期にあたります。2009 年といえば企業力

総合評価が最高点の年でしたね。 

 

まとめまとめまとめまとめ    
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編集後記編集後記編集後記編集後記 ㈱ココカラファインは 3 月決算の会社です。この SPLENDID21NEWS が発行されて 2 か月で決算短
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2012 2013 2014 2015 2016
15～16～16～16～16

増分増分増分増分

15～17～17～17～17

純粋増分純粋増分純粋増分純粋増分

売上高合計
321,954 335,886 349,337 349,164 373,275

売上総利益 79,486 86,494 90,601 88,778 96,069

売上高総利益率 24.69% 25.75% 25.94% 25.43% 25.74% 0.31% 0.31%

販管比率
22.03% 22.76% 23.81% 24.18% 22.76% 1.42%

営業利益 8,580 10,043 7,439 4,370 11,120

売上高営業利益率 2.66% 2.99% 2.13% 1.25% 2.98% 1.73% 1.42%

経常利益
13,468 13,789 9,495 6,576 13,461

売上高経常利益率
4.18% 4.11% 2.72% 1.88% 3.61% 1.73% 0.00%

当期純利益 7,923 7,855 3,598 1,659 6,928

売上高当期利益率 2.46% 2.34% 1.03% 0.48% 1.86% 1.38% -0.35%

赤字：悪化　　　青字：改善


